様式例④【発明譲渡契約説明書】
契約書番号○○○○
発明譲渡契約説明書
発明者は、発明を成した時点で“特許を受ける権利”を持っています。特許を受ける権利とは、特許を出願し、特許権を得る権利です。この特許権とは、該当する特許を実施、ライセンス、譲渡等することの出来る権利です。

○○大学と「発明譲渡契約書」を交わすことにより、この“特許を受ける権利”を○○大学に譲渡することとなりますが、○○大学は発明者に代わり次のようなことを行います。

1 特許の出願、権利化、維持管理及び活用の促進に努めます。
2 本件特許で大学に収入が有った場合、○○大学○○規程に則り発明者への還元を行います。

　　　　　　　

以上

（知的財産管理責任者）　　殿

私は、（契約書番号○○○○）に係る発明譲渡契約を締結するにあたり、上記内容を確認いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日　　　　　　　

（発明者サイン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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